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二
十
世
紀
最
後
の
年
で
あ

り
、
世
紀
末
と
か
ミ
レ
ニ
ア

ム
等
の
言
葉
が
は
や
っ
て
い

た
が
、
協
会
は
粛
々
と
交
流

を
進
め
た
。
秋
に
は
北
京
市

高
等
裁
判
所
の
代
表
団
を
招

請
し
た
。
法
体
系
や
そ
の
運

用
を
文
化
の
一
環
と
捉
え
、
法
務
省
、
最
高

裁
、
日
辯
連
等
の
協
力
を
得
て
、
大
き
な
成

果
が
あ
っ
た
。
国
内
で
は
四
月
に
小
渕
首
相

が
急
逝
、
森
連
立
内
閣
が
成
立
。
十
月
に
朱

鎔
基
総
理
が
来
日
、
日
中
関
係
は
引
き
続
き

安
定
し
て
い
た
。

〈
二
〇
〇
〇
年
の
主
な
交
流
〉

◎
３
月　

日
本
作
家
「
雲
南
の
旅
」
訪
中
団

（
�
井
有
一
団
長
、
中
村
輝
子
、
横
川
健
秘
書

長
、
坂
本
忠
雄
、
笠
原
淳
、
長
野
和
枝
、
立

松
和
平
、
横
松
美
千
絵
、
佐
藤
洋
二
郎
、
中

村
信
也
の
諸
氏
）
訪
中
。
日
本
書
道
界
囲
碁

愛
好
者
訪
中
団
（
大
井
錦
亭
団
長
、
高
際
翠

邦
副
団
長
、
友
井
幸
雄
、
千
葉
軒
岳
、
南
八

郎
、
木
曾
梅
邦
、
中
野
暁
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎
４
月　

曾
慶
紅
中
共
中
央
組
織
部
長
が
来

日
、
当
協
会
な
ど
日
中
友
好
七
団

体
が
歓
迎
昼
食
会
、
團
会
長
ら
が

出
席
。

團
会
長
夫
人
和
子
氏
急
逝
。

日
本「
曲
芸
鑑
賞
」訪
中
団
（
永

井
啓
夫
顧
問
、
永
井
富
子
、
笹
沼

惟
佑
団
長
、
笹
沼
治
子
、
直
江
勝

司
参
与
、
中
野
暁
秘
書
長
、
箕
輪

幸
男
、
箕
輪
那
海
子
、
森
田
ツ
ヨ
、

木
戸
秀
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
中
国

人
民
対
外
友
好
協
会
代
表
団
（
斉

懐
遠
団
長
、陳
永
昌
副
団
長
、
袁

敏
道
秘
書
長
、
林
家
彬
、
孫
振
亜
、

楊
潔
の
諸
氏
）
来
日
。

◎
５
月　

日
本
少
年
野
球
連
盟
の

原
田
常
治
専
務
理
事
ら
が
訪
中
、

当
協
会
が
協
力
。
日
本
文
化
界
訪

中
団
（
篠
田
正
浩
団
長
、
横
川
健

秘
書
長
、
坂
上
弘
、
窪
島
誠
一
郎
、

毬
谷
友
子
、
千
住
明
の
諸
氏
）
訪

中
。
唐
家 

外
相
を
囲
む
夕
食
会

（
陳
健
大
使
主
宰
）に
團
会
長
が
出

席
。
日
本
�
佳
扇
流
�
舞
踊
交
流

訪
中
団
（
佳
扇
弥
十
彩
団
長
）
一

行
十
五
名
訪
中
。
現
代
日
本
歌
人

友
好
訪
中
団
（
水
野
昌
雄
団
長
、

佐
藤
祥
子
秘
書
長
、
苅
部
雪
江
、

寺
島
萬
里
子
、
寺
島
清
文
、
大
野

静
子
、
佐
野
幸
子
、
大
畑
悳
子
、

日
野
き
く
、
宮
川
和
枝
、
渡
邉
久

子
ら
の
諸
氏
）
訪
中
。
黛
民
族
舞

踊
文
化
財
団
訪
中
団
（
大
野
晃
団

長
）
訪
中
、
当
協
会
が
協
力
。

◎
６
月　

日
本
出
版
訪
中
団
（
大
塚
信
一
団

長
・
岩
波
書
店
社
長
、
永
井
伸
和
今
井
書
店

社
長
、
平
田
直
中
山
書
店
社
長
、
龍
澤
武�

凡
社
顧
問
、松
園
光
雄
徳
間
書
店
編
集
局
長
、

佐
藤
祥
子
の
諸
氏
）
訪
中
。
写
真
家
の
稲
越

功
一
氏
が
取
材
に
訪
中
、
当
協
会
が
協
力
。

井
口
洋
夫
常
任
理
事
が
中
国
科
学
院
外
国
籍

院
士
に
選
任
さ
れ
る
。

◎
７
月　

上
海
市
人
民
対
外
友
好
協
会
代
表

団
（
秦
怡
顧
問
、
蘇
楽
慈
団
長
、
朱
良
鎮
副

団
長
、
趙
豫
、
周
国
栄
の
諸
氏
）
来
日
。

◎
８
月　

日
本
少
年
野
球
選
手
団
（
藤
田
英

輝
団
長
）
訪
中
、
当
協
会
が
協
力
。
團
伊
玖

磨
会
長
一
行
（
西
尾
珪
子
、
佐
藤
純
子
、
横

川
健
、
佐
藤
静
恵
の
諸
氏
同
行
）
訪
中
。
日

本
「
西
蔵
曲
芸
鑑
賞
」
訪
中
団
（
永
井
啓
夫

顧
問
、
吉
川
周
平
団
長
、
中
野
暁
秘
書
長
、

岡
村
美
紗
子
、
城
所
恵
子
、
高
山
茂
、
岩
崎

淳
、
小
林
公
江
、
平
林
宣
和
の
諸
氏
）
訪
中
。

日
本
経
済
界
訪
中
団
（
鶴
田
卓
彦
団
長
・
日

本
経
済
新
聞
社
長
、
本
山
一
雄
横
浜
ゴ
ム
相

談
役
、
末
松
謙
一
さ
く
ら
銀
行
常
任
顧
問
、

辻
井
喬
セ
ゾ
ン
文
化
財
団
理
事
長
、
田
中
順

一
郎
三
井
不
動
産
会
長
、
鈴
木
隆
日
経
Ｂ
Ｐ

会
長
、
梅
田
貞
夫
鹿
島
建
設
社
長
、
濱
本
英

輔
全
国
労
働
金
庫
協
会
理
事
長
、
中
村
喜
久

美
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
会
長
、
柳
内
光

子
山
一
興
産
社
長
、
後
藤
克
彦
日
経
リ
サ
ー

チ
社
長
、
酒
井
信
義
・
画
家
、
島
田
昌
幸
日

経
社
長
室
長
、
長
谷
川
潔
日
経
国
際
担
当
補

佐
、
陳
霞
・
鹿
島
建
設
、
木
村
美
智
子
秘
書

長
、
齋
藤
真
希
子
秘
書
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎
９
月　

日
本
作
家
訪
中
団
（
井
出
孫
六
団

長
、
横
川
健
秘
書
長
、
高
田
宏
、
下
重
暁
子
、

2000年
来
日
し
た
朱
鎔
基
総
理（
左
）の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
、
主
催
の
日
中
友
好
七
団
体

を
代
表
し
、
乾
杯
を
提
案
し
た
團
伊
玖
磨

会
長 

―
―
二
〇
〇
〇
年
十
月
十
三
日　

東
京

対外友協の招きで訪中した團伊玖磨会長（中）一
行と会見、五百年に一度咲くという「蘇鉄の花」
を紹介し、今年を吉祥の年に、と語る唐家 外
相（左）。程永華アジア局副局長（右）と

――����年�月��日　北京・外交部

河野洋平外相（右一）は対外友協代表団の斉
懐遠団長（左一）と会見した。同席の袁敏道
氏（左二）、杉田雅彦氏（右二）と

――����年�月��日　東京・外務省
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小
杉
健
治
の
諸
氏
）
訪
中
。

日
本
歌
人
友
好
訪
中
団
（
近

藤
芳
美
団
長
、近
藤
と
し
子
、

佐
藤
祥
子
秘
書
長
、
影
山
公

子
、
野
澤
雅
美
、
中
村
陽
子
、

坂
昌
子
、
木
塚
夏
子
、
岩
崎

嘉
壽
子
ら
の
諸
氏
）
訪
中
。

北
京
市
高
級
人
民
法
院
代
表

団
（
王
明
団
長
、
盧
小
楠
、

彭
波
、
陸
偉
敏
、
許
靖
、
張

明
傑
、
郭
寧
の
諸
氏
）
来
日
。

◎　

月　

中
国
演
劇
家
代
表

10
団
（
劉
錦
雲
団
長
、
石
宏
図
、

鄭
邦
玉
、
温
大
勇
、
李
華
藝

の
諸
氏
）
来
日
。
当
協
会
な

ど
日
中
友
好
七
団
体
が
朱
鎔

基
総
理
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。

「
望
月
望
郷
詩
碑
」
建
碑
十

周
年
・
日
本
書
道
院
訪
中
団

（
田
中
凍
雲
団
長
、
高
橋
静

豪
副
団
長
兼
秘
書
長
、
中
村

雲
龍
、
依
田
祥
堂
、
田
中
竹

園
各
副
団
長
、中
野
暁
参
与
、

根
岸
鵞
山
総
務
、
五
十
嵐
研

豪
、
安
田
州
豪
各
秘
書
）
一

行
八
十
七
名
訪
中
。
東
山
す

み
故
東
山
魁
夷
日
中
文
化
交

流
協
会
代
表
理
事
夫
人
が
訪

中
、木
村
美
智
子
常
任
理
事
、

斎
藤
進
氏
が
同
行
。
金
原
出

版
（
金
原
秀
雄
社
長
）
と
当

協
会
が
中
華
医
学
会
に
学
術

医
学
図
書
を
贈
呈
（
第
二
十

六
、
二
十
七
次
）。

◎　

月　
「
第
五
回
国
際
刻

11

字
芸
術
展
」
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
、
同
展

祝
賀
日
本
刻
字
協
会
代
表
団
（
渡
辺
寒
�
、

高
際
翠
邦
両
顧
問
、
野
村
静
谷
団
長
、
中
野

暁
参
与
）
が
参
加
。
日
中
文
化
交
流
協
会
代

表
団
（
�
井
有
一
団
長
、
横
川
健
秘
書
長
、

木
下
隆
、
奥
谷
博
、
前
田
昭
博
、
中
沢
け
い

の
諸
氏
）
訪
中
。
池
城
康
朗
北
海
道
新
聞
社

事
業
局
長
、
横
川
健
常
任
理
事
が
訪
中
。

◎　

月　

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
李
洪
洲
、

12
葛
康
同
両
氏
が
来
日
。
当
協
会
が
協
力
。
馮

遠
文
化
部
芸
術
司
司
長
、
兪
松
林
中
国
交
響

楽
団
団
長
ら
一
行
来
日
。

�
有
機
半
導
体
研
究
の
開
拓
�つ
ま

り
「
炭
素
の
化
合
物
は
電
気
を
通
さ

ず
」
と
い
う
長
年
の
常
識
を
引
っ
繰

り
返
す
こ
と
、
そ
れ
も
世
界
に
先
駆

け
て
…
…
。
こ
ん
な
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
て
も
お
か
し
く
な
い
業
績
を
持
つ
日
本
の

科
学
者
っ
て
？　

協
会
の
常
任
理
事
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
顧
問
の
井
口
洋
夫
博
士

そ
の
人
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
年
日
本
人
と
し

て
初
の
中
国
科
学
院
外
国
籍
院
士
に
選
任
さ

れ
た
。
一
九
七
五
年
、
日
本
で
開
か
れ
る
分

子
性
結
晶
国
際
会
議
に
中
国
の
化
学
者
を
招

こ
う
と
、
氏
は
東
京
府
立
一
中
時
代
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
で
あ
る
協
会
の
白
土
事
務
局
長（
当

時
）
を
訪
ね
、
協
力
を
依
頼
す
る
。
協
会
は

全
面
的
に
協
力
、
や
が
て
交
流
は
軌
道
に
乗

る
。
氏
自
身
も
七
七
年
に
初
訪
中
、
有
機
半

導
体
の
研
究
と
同
様
、
基
礎
科
学
分
野
で
の

日
中
交
流
・
協
力
関
係
構
築
で
も
、
氏
は
パ

イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（

九
十
九
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

多摩少年院を訪れ、境克彦所長（右三）から説
明を受ける北京市高級人民法院代表団の王明
団長（左二）ら一行。同代表団は司法交流に大
きな成果を上げた ――����年�月��日　東京・八王子�

六十三年前、日本の中国全面侵略の発端となった
盧溝橋事件のその橋は、北京で最も古く美しい橋
だった。感慨深く橋をわたる日本作家訪中団の
（右から）高田宏、井出孫六団長、下重暁子、小杉
健治の諸氏 ――����年�月�日

明・清代のたたずまいを遺す平遥古城を散策する日
本文化界訪中団の（右から）篠田正浩団長、毬谷友子、
窪島誠一郎、坂上弘ら諸氏 ――����年�月��日　山西省

来日した中共中央組織部部長曾慶紅氏（右）
一行を迎え、日中友好七団体が主催した歓
迎意見交換会に出席した團伊玖磨会長
 ――����年�月�日　東京


